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更
級
日
記
（
東
路
の
道
の
果
て
）

予
習
補
助
プ
リ
ン
ト

古
典
Ｂ

ｐ
４
４
～
４
５

課
題
１

意
味
調
べ
…
…
次
の
語
を
ノ
ー
ト
の
意
味
調
べ
欄
に
書
き
出
し
、
意
味
を
調
べ
て
お
く
。

①
な
ほ

②
あ
や
し

③
い
か
で
～
ば
や

④
つ
れ
づ
れ
な
り

⑤
宵
居

⑥
ゆ
か
し

よ
ひ
ゐ

⑦
心
も
と
な
し

⑧
人
ま

⑨
み
そ
か
な
り

⑩
と
し
（
疾
し
）

⑪
す
ご
し

⑫
わ
た
る

課
題
２

助
動
詞
を
見
つ
け
、
□
で
囲
む
。
文
法
的
説
明
を
し
、
自
分
で
口
語
訳
を
し
て
お
く
。

ヒ
ン
ト
・
・
各
行
の
先
頭
に
、
そ
の
行
に
含
ま
れ
る
助
動
詞
の
数
を
示
し
て
い
ま
す
。

２

東
路
の
道
の
果
て
よ
り
も
な
ほ
奥
つ
か
た
に
生
ひ
出
で
た
る
人
、
い
か
ば
か
り
か
は
あ
や
し
か
り
け
む
を
、

３

い
か
に
思
ひ
始
め
け
る
こ
と
に
か
、
世
の
中
に
物
語
と
い
ふ
も
の
の
あ
ん
な
る
を
い
か
で
見
ば
や
と
思
ひ
つ
つ
、

つ
れ
づ
れ
な
る
昼
間
、
宵
居
な
ど
に
、
姉
、
継
母
な
ど
や
う
の
人
々
の
、
そ
の
物
語
、
か
の
物
語
、
光
源
氏
の

あ
る
や
う
な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
語
る
を
聞
く
に
、
い
と
ど
ゆ
か
し
さ
ま
さ
れ
ど
、
わ
が
思
ふ
ま
ま
に
、

１

そ
ら
に
い
か
で
か
お
ぼ
え
語
ら
む
。
い
み
じ
く
心
も
と
な
き
ま
ま
に
、
等
身
に
薬
師
仏
を
造
り
て
、
手
洗
ひ

１

な
ど
し
て
、
人
ま
に
み
そ
か
に
入
り
つ
つ
、
「
京
に
と
く
上
げ
給
ひ
て
、
物
語
の
多
く
候
ふ
な
る
、
あ
る
限
り

１

見
せ
給
へ
。
」
と
、
身
を
捨
て
て
額
を
つ
き
、
祈
り
申
す
ほ
ど
に
、
十
三
に
な
る
年
、
上
ら
む
と
て
、
九
月
三
日

門
出
し
て
、
い
ま
た
ち
と
い
ふ
所
に
移
る
。

１

年
ご
ろ
遊
び
慣
れ
つ
る
所
を
あ
ら
は
に
こ
ほ
ち
散
ら
し
て
、
立
ち
騒
ぎ
て
、
日
の
入
り
際
の
い
と
す
ご
く

３

霧
り
わ
た
り
た
る
に
、
車
に
乗
る
と
て
う
ち
見
や
り
た
れ
ば
、
人
ま
に
は
参
り
つ
つ
額
を
つ
き
し
薬
師
仏
の

４

立
ち
給
へ
る
を
、
見
捨
て
奉
る
、
か
な
し
く
て
、
人
知
れ
ず
う
ち
泣
か
れ
ぬ
。
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漢
文

論
語

国
語
総
合
古
典
編

Ｐ
１
２
８
～
Ｐ
１
３
３

課
題
１

白
文
を
ノ
ー
ト
に
写
し
、
書
き
下
し
文
を
書
く
。

課
題
２

教
科
書
の
脚
注
や
Ｐ
１
３
３
の
＊
重
要
語
▼
句
法
、
パ
ン
ダ
を
使
っ
て
口
語
訳
に
挑
戦
す
る
。

１５６７９

　

子

曰
、
吾
「

十

有

五

而

志

于

学
。
三

十

而

立
。

四

十

而

不

惑
。
五

十

而

知

天

命
。
六

十

而

耳

順
。
七

十

而

従

心

所

欲

不

踰

矩
。」

　

子

曰
、
巧
「

言

令

色
、
鮮

矣

仁
。」

　

子

曰
、
学
「

而

時

習

之
、
不

亦

説

乎
。
有

朋

自

遠

方

来
、
不

亦

楽

乎
。
人

不

知

而

不

慍
、
不

亦

君

子

乎
。」

　

子

曰
、
学
「

而

不

思
、
則

罔
。
思

而

不

学
、
則

殆
。」

　

子

貢

問

曰
、
有
「

一

言

而

可

以

終

身

行

之

者

乎
。」
子

曰
、
其
「

恕

乎
。
己

所

不

欲
、
勿

施

於

人
。」


